
 ＯＢ会報        ＮＯ.49(2014.2.1) 

       三河郷友会ＯＢ会                                           

  

       旧館の取り壊しを惜しむ会（ＯＢ総会）の開催 

                              寮監  中村 民雄 

 

 

  

 去る 11月 17日（日）午後 1時より、「旧館の取り壊しを惜しむ会」と銘打ってＯＢ総会

を開催しました。当日は、愛知県からも 10 名ほどが駆け付け、総勢 37 名のＯＢが出席し

てくれました。建築を担当する徳倉建設の徳倉正晴氏も出席し、建築計画の概要を説明し

てくれました。「できるだけ安く、しかし、損はしないように造ります。」ということでし

た。会の途中からは寮生も加わり、大幅に余った料理を食べてもらうことにしました。し

かし、飽食世代の寮生を放送で呼び出しても、数人しか集まらず、おでんや唐揚げはその

日の夕食として食べたような次第です。会は予定の時間をオーバーし、午後 5 時ころお開

きとなりました。 



ＯＢ同士、久しぶりに会ったら頭はすっかり白くなっていたり、禿げあがっていたり、

外形は変わっていても「オー、○○君じゃねーか。やっとかめだのー」で通じる懐かしい

顔が揃いました。相部屋で寝泊まりした二段ベッドは当時のまま残っていましたので、「俺、

この部屋で生活した。となりは△△君だった。」と、会話がはずみ、旧館の屋上まで上がっ

て隣「銅がね御殿（大谷家）」を見下ろしながら、周りの風景が大きく変わったことを実感

する一日となりました。旧館は昭和 33 年 4 月に学生が初めて入室してから 54 年、日本の

高度成長とともに歩み続けてきました。 

 

思えば、愛知県の三河部 38市町村の分担出資による管理体制から、駐車場収入を加味し

た独立採算制へと移行しはじめた時に寮監になりました。昭和 49年です。その後、第 4代

小久保理事長の突然の死去により、岡崎市と豊橋市による管理運営権の確執が生じ、2 年

間理事長不在という異常事態が生じました。幸いにも、長年岡崎市の教育に尽力された谷

川要司氏が間に入る形で第 5 代理事長に就任したため、何とか治まりました。平成になる

と今度は、愛知県育英会との合併問題が再び火を吹くこととなりました。この時、第 6 代

理事長の亀嶋謙氏は、苦しくとも独立独歩を貫き通おすことを宣言し、15年ほどかけて改

築資金 1億円貯蓄する計画を決めました。それが今日に及んでいます。 

また、寮生といえば、昭和 30・40年代は全室相部屋でしたから、旧館・新館合わせて最

大 150 名が生活する学生寮でした。シャワー室はありませんから、洗い場の順番を湯船で

待つ状態が長く続きました。その後、徐々に寮生数を減らしていったので、平成 10年代に

はすべて個室になり、空き部屋が出るようになりました。今は 42・3 名になってしまいま

した。来年度、女子寮が完成した暁には、男子寮（48 名）、女子寮（52 名）合わせて 100

名ほどの大所帯が復活する予定です。 

ＯＢ各位におかれましては、親族のみならずお知り合いの方に、東京の大学へ行くなら

三河郷友会学生寮（男子も女子も）がある事を広く宣伝していただけると大変助かります。

できるだけ早く満杯にしたいと思っています。また、これを機に寮の運営に携わる理事・

評議員も徐々に世代交代していく必要があり、30・40代ＯＢ各位の積極的な参加を期待し

ています。 

 

さて、2月 16日には女子寮建築地鎮祭を執り行いました。当日は、工事を請け負ってい

ただいた徳倉建設の関係者はじめ、後藤彰彦理事長のご挨拶（ホームページの理事長挨拶

欄に掲載）など、滞りなく行われました。午後には、平成 26年度の事業・予算を審議する

理事会・評議員会が開催され、本格的に着工される運びとなりました。 

なお、本年 11月には竣工の運びとなりますが、近年の受験状況をみると地元志向が強く

なっています。ホームページでの広報はもちろんのこと、地元の新聞社等への広報も積極

的に行っていきますが、ＯＢ各位におかれましては口コミ等でご親族・お知り合いなどに

広めていただければ幸いです。事務局も学生と手分けして、学校や教育委員会訪問を地道

に進めていますので、何卒よろしくお願いします。 

                                  （中村記） 

 

 

 



  平成 25年度ＯＢ会費納入者一覧（平成 25年 9月 24日～平成 26年 2月 1日現在） 

     （平成 25年 4月 1日～9月 23日までの入金は、ＮＯ．48号をご覧ください。） 

 

石河 輝道  3,000（普）   深津 繁人  3,000（普）  満田  稔  25,000（普・改１） 

柴田 憲広  8,000（普・特）  都築 慎治 23,000（普・改 1）  杉山 尚樹  3,000（普） 

大沢  誠  3,000（普）   尾崎 良康  5,000（特）   川合 靖幹  3,000（普） 

加藤 康雄  3,000（普）   浅井 和彦 23,000（普・改 1）  永田 靖章 40,000（改 2） 

山崎 宣典 25,000（特・改 1）  寺尾 啓一 23,000（普・改 1） 山口 迪彦  3,000（普） 

榊原  壌 23,000（普・改 1） 加藤 起己  3,000（普）   筒井健太郎  5,000（特） 

小田忠市郎  3,000（普）   牧野 成憲  3,000（普）    岩月 昭佳  3,000（普 

小野寺雅史  3,000（普）   成瀬 守重  3,000（普）   神谷  潔  8,000（普・特） 

外山滋比古  3,000（普）   簗瀬 正邦 25,000（普・改 1） 水野 隆司  3,000（普） 

都築 幸夫  3,000（普）   杉浦 淳雄 23,000（普・改 1） 横山 泰久  5,000（特） 

杉浦 康志  3,000（普）   栗熊  亨  3,000（普）    柴田  裕  3,000（普） 

鈴木伊能勢  5,000（特）   天白 正孝 23,000（普・改 1） 村田  寿  3,000（普） 

川崎 直樹 48,000（普・特・改 2）  安川 彰吉 48,000（普・特・改 2） 

増村 清人  8,000（普・特） 城處 求行  3,000（普）   山川 尚志  3,000（普） 

都築 重和  3,000（普）   安田 隆清  3,000（普）   鷲見 俊哉  5,000（特） 

近藤 暘司  3,000（普）   多々内正寛  3,000（普）   紅林  淳  40,000（改 2） 

寺嶋  隆 23,000（普・改 1） 鈴木 敏彦  3,000（普）   鳥居 晴久 23,000（普・改 1） 

藤野 宏之  8,000（普・特） 伊藤 明義  8,000（普・特）  浅井 和彦  3,000（普） 

永坂 佑之  5,000（特）   宮脇 正夫  3,000（普・特） 縣  通夫 40,000（改 2） 

中根 隆裕 23,000（普・改 1） 中村 正人  3,000（普）    梅村 耕一  3,000（普） 

浅井 良士 10,000（特 2）   兼子  聡  3,000（普）   永谷  在  3,000（普） 

青木 一正  3,000（普）   江崎  晢  3,000（普）   中川 貴史  8,000（普・特） 

竹内 精司  8,000（普・特） 吉見 伝一  3,000（普）   磯村 真人  3,000（普） 

武田 達志  3,000（普）   村田 年彦  5,000（特）   曽田 邦義  3,000（普） 

後藤 俊広  8,000（普・特） ＯＢ総会の残金 16,267     安里仁一郎  7,500（百） 

梁瀬 光章  5,000（特）   冨田 祐司  8,000（普・特） 内空閑英昭  11,000（普 2・特） 

松田  健  3,000（普）   堀内 康平  3,000（普）   太田 博隆  5,000（特） 

土谷  功 40,000（改 2）   林  全宏  3,000（普）    浅田 信二  3,000（普） 

堀田 義高 43,000（普・改 2） 中山 忠夫  8,000（普）    山口 豊彦  5,000（特） 

杉浦 嘉久  8,000（普・特） 神谷 寿興  3,000（普）   徳倉 正晴  8,000（普・特） 

徳倉 正晴 100,000（改 5）   柴田 昭文  3,000（普）   稲垣 琢己  3,000（普） 

竹内 精二  40,000（改 2）  本多 光一  3,000（普）   山田  渉 28,000（普・特・改 1） 

荒牧  功  3,000（普）   夏目 俊信 23,000（普・改 1）杉浦  隆 45,000（特・改 2） 

安里仁一郎  10,000（特 2）  田崎  央  3,000（普）  高原 雅美 48,000（普・特・改 2） 

林  全宏  8,000（普・特） 井上 允彦  3,000（普）  小野寺雅史 20,000（改 1） 

三浦  敏  23,000（普・改 1）      

 

   ＊（普）：普通会費  （特）：特別会費  （改１）：改築資金積立金・口数 



    （百）：創立百年史  

 

 

        平成 25年度ＯＢ会費納入について 

  三河郷友会ＯＢ会会則にもとづき、平成 25年度の会費をご納入下さいますようお願いします。 

 なお、ご入金は郵便振替（００１５０－８－２７４３４ 三河郷友会ＯＢ会）でお願いします。 

        

     普通会費           ３，０００円 

 

     特別会費（１口）       ５，０００円 

 

     改築積立金募金（１口）   ２０，０００円 

       ＊今年度 1口募金された方で来年度もう１口募金された方は、分割で２口

募金されたとみなし、協力者パネルにお名前を掲載させていただきます。 

       ＊引き続き、来年度も改築積立金の募金を行いますのでよろしくお願いし

ます。なお、募金は 5月の『ＯＢ会報』第 50 号にてご案内します。 

 

     創立百年史（残部僅少）    ７，５００円 

 

 

＊特別会費、改築積立金募金は、公益財団法人三河郷友会へ財政援助金（寄付金）として計上させてい

ただきます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・＜あ と が き＞・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 ここに掲載した「旧館の取り壊しを惜しむ会」のあと、年末・年始にかけて取り壊しが進み、今では

すっかり更地になってしまいました。 2月 16日（日）には地鎮祭を執り行い、本格着工にとりかかり

ます。 

つきましては、ＯＢ各位のお子様はもちろんのこと、親戚・お知り合いの方で東京の大学に進学され

る方がおられましたならば、寮の紹介を口コミでお願いします。 

                                     （寮監 中村民雄）                  

 

                 ＯＢ会事務局   〒112-0002 

                             東京都文京区小石川 5-19-37 

                             公益財団法人 三河郷友会内 

                             TEL 03-3946-0342（事務長：酒井） 

                             Mikawagoyukai2009@oasis.ocn.ne.jp 


